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無侵襲的出生前
遺伝学的検査
（NIPT）

10〜22週

妊婦さんから採取した血液で赤ちゃんの染色体
異常を調べる検査です。
現在の日本では13、18、21番目（ダウン症候
群）の染色体数の異常を調べることが認められ
ています。

超音波検査
（NTなど） 11〜13週

Nuchal Translucency（NT：胎児頸部浮腫）
と呼ばれる赤ちゃんの首の後ろの浮腫（むくみ）
を超音波で確認します。浮腫が強くなると染色
体の異常や心臓などの異常を持っている率が高
くなります。

母体血清
マーカー検査 15〜20週

妊婦さんの血液の4種類のタンパク質濃度を測
定する検査が代表的です。赤ちゃんが染色体や
脊椎の異常を持っている場合と正常の場合との
濃度を比較して、先天性の異常の確率を推測し
ます。

繊毛検査 11〜15週

超音波検査によって胎盤の位置を確認しなが
ら、針を妊婦さんの腹壁から子宮内に挿入した
り、カテーテルを子宮頸部から挿入したりなどし
て、絨毛（胎盤を形成する組織の一つ）を採取し
ます。採取した赤ちゃんの細胞に含まれる染色
体を調べます。

羊水検査 15週以降

お腹の中の赤ちゃんは羊水の中で大きくなりま
す。その過程で細胞が剥がれ落ち、羊水中に浮
遊します。針を妊婦さんの腹壁から子宮内の羊
水腔まで挿入して羊水を取り、その中の細胞に含
まれる染色体を調べます。
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